
協議案件（３）（仮称）豊田市地域公共交通計画の策定について 協議３ 別紙

 １ 協議事項                                                                            

社会背景① 

人口減少・高齢化の進展

課題① 

持続可能なまち・高齢者の移動支援 
人口減少や高齢化の進展に対応した持続可能なまちづくりが求められてい
る。また、今後は高齢者など移動に制約を受ける人が増加するため、より一層支
援が必要となる。

社会背景② 

運行経費・運賃収入の動向

課題② 
将来にわたり利用できる移動サービスの構築

今後も運行経費と運賃収入の差が大きくなり市の財政負担額が増加すること 
が予想される中で、現状路線を維持していくことが困難になる可能性があるため、
将来にわたり利用できる移動サービスの構築が必要となる。

 ２ 新計画の概要

人口減少・高齢化の進展、運転手の担い手不足、新型コロナウイルス感染症等の影響により、交
通を取り巻く環境は厳しい状況となっている。 
また、自動運転をはじめとした技術革新への対応に加え、国の法改正により「地域公共交通計
画」の策定が努力義務化され「まちづくり」と連携した取組が求められている。 
このような社会背景に対応するため、現計画「豊田市公共交通基本計画」を改定し本市の総合的

な交通計画【期間 令和４年度（2022.10） 令和 7年度（2026.3）】として策定する。 

社会背景③ 

新型コロナウイルス感染症による影響

課題③ 
新たな生活様式に着目した対応

テレワークの普及による通勤需要の変化に加え、新型コロナウイルスの感染
状況を考慮した上で自由目的での外出手段の変化に着目する必要がある。

社会背景④ 

移動に関する新技術の進展
 脱炭素社会の実現や持続可能な開発目標 SDGs 達成に向けた機運が高まって
いる中で、交通分野においても先進的で環境に配慮した技術が注目されている。 

課題④ 
新たなモビリティサービスの実現

近年、水素など新たなエネルギーを活用したモビリティへ注目が高まってお
り、本市においても環境技術の実用化・普及に向けた取組が期待されている。
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・コロナ禍においては、電車やバスの
利用を控える傾向がある一方で、 
自動車や徒歩などの移動手段を選択
する人が増えている 
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豊田市交通政策課 おいでんバス、地域バス、地域タクシー運行データ

豊田市交通政策課 おいでんバス、地域バス、地域タクシー運行データ

豊田市交通政策課 交通の利用状況に関する調査（Ｒ2.10）

◎本日の協議事項 

・新計画の骨子案について 
（特にご意見いただいきたい点 評価指標、個別施策） 

３ 交通を取り巻く社会背景と課題



 ４ （仮称）豊田市地域公共交通計画の骨子案                        

 ５ 将来像・基本方針・基本目標について                                      

将来像 
人々が暮らしやすく「魅力」「活気」「交流」を生む交通社会

「交通」と「まち」が一体となり、まちがにぎわい、人々が生き生きと楽しみ
ながら暮らしやすい社会。

基本方針 
持続可能なまちを支える交通体系の構築

持続可能で暮らしやすいまちを実現するために、まちづくりと連携した交通体
系の構築を目指す。

基本目標①
まちのにぎわいを生み出す交通

都市部をはじめ、山村部の拠点となる地域核等の交通環境を整備し、主に公共
交通での利用を促すことで人々が集まり、まち全体のにぎわいを創出する。

基本目標②
ミライへつなげる交通

 SDGs、カーボンニュートラルといった共通課題への対応、また将来にわたり 
利用できる交通を目指すことで次世代へつなぐ。 

基本目標③ 
多様な移動手段を活用できる交通

地域・事業者・行政それぞれが互いに理解を深め、支え合いながら多様な移 
動手段を生み育て、地域特性に合った持続可能な移動サービスを実現する。 

 ６ 評価指標について                                   

以下の評価指標で計画全体進捗状況を確認する。 

評価指標Ⅰ 公共交通利用者数

指標値 
指標名 現状値（Ｒ２） 目標値（Ｒ７）
1日あたり 

公共交通利用者数※
５．９万人/日 ７．７万人/日 

※公共交通利用者数は、鉄道・基幹バス・地域バス・地域タクシーを合計し算出

評価指標Ⅱ 各地域の拠点停留所における乗降者数

指標値 
指標名 現状値（Ｒ２） 目標値（Ｒ７） 

各地域の拠点停留所の１日あたり
の平均乗降者数※

４，１００人/日 ４，９００人/日 

※豊田市土地利用基本構想に基づき、拠点停留所を選定 

評価指標Ⅲ 複数の交通手段が導入されている地域の数 

指標値 
指標名 現状値（Ｒ２） 目標値（Ｒ７） 

交通手段※１ が２種類以
上使える地域※２ の数

７５／７５地域 現状維持 

※１鉄道駅、バス停、タクシー運行エリア、その他の移動手段で整理。
※２地域は小学校区単位を基本とする。

評価指標Ⅳ 運輸（自動車）部門におけるCO２排出量

指標値 
指標名 現状値（Ｒ２） 目標値（Ｒ７） 

運輸（自動車）部門におけ
るCO２排出量

 ７ 個別施策について  

各個別施策に関連する具体的な事業や事業進捗を管理するための個別指標KPI は検討中。 

目標の関連性 個別施策 内容 具体 
事業

個別 
指標① ② ③

●  ● 基幹バスの運行 
おいでんバスや民間バス路線を維持
し、安全に運行する 

● ● ★地域交通の再構築 
持続可能な地域交通を実現するため
地域が主体となった運営・運行や事業
者と連携した移動サービスへ転換を
図る

  ● 誰もが利用しやすい 
交通サービスの展開 

高齢者をはじめ様々な移動ニーズに
対応するため、利用属性に応じた交通
サービスを展開する 

●   交通環境の整備 
乗り換え・接続など公共交通ネットワ
ークのアクセス向上を図るため交通
環境の整備を行う 

●   基幹交通の利用促進 
観光目的などの外出機会の創出に向
けて公共交通の利用を促す取組を実
施する 

●   分かりやすい情報発信 
バスデータを活用しながらＷＥＢサ
イトを充実させ情報を発信していく 

 ● ● 先進技術の展開 
ＡＩや自動運転など新技術の活用に
向けた実証などを行う 

 ●  環境に配慮した対応 
環境性能に優れた交通サービスの普
及や環境にやさしい交通手段へ転換
を図る 

★…重点施策 

検
討
中

※具体的な指標値は検討中 

参考指標も 
別途設定予定


